
議 会 運 営 委 員 会 日 程

平成２５年６月１９日（水） 

午前１０時 ５０２会議室 

日程第１ 意見書案について 

 (1) 意見書案第 ５号 義務教育費の財源確保等に関する意見書 

 (2) 意見書案第 ６号 特別養護老人ホーム及び保育所の整備における定期借地権

を利用した県有地の貸付けに関する意見書 

 (3) 意見書案第 ７号 最低賃金の改定に関する意見書 

 (4) 意見書案第 ８号 ダンスに関する風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関

する法律の見直しを求める意見書 

 (5) 意見書案第 ９号 不育症に関する研究の推進、公的医療保険の適用等を求め

る意見書 

 (6) 意見書案第１０号 原子力発電に関する輸出を推進しないことを求める意見書 

日程第２ ６月２０日（木）の本会議の運営について 

 【別紙「６月２０日（木）の本会議の議事要領」による】 

日程第３ 一般質問について 

日程第４ その他 
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意見書案第５号 

義務教育費の財源確保等に関する意見書 

子どもたちに豊かな教育を保障することは社会の基盤づくりにとって重要であり、義務

教育について国が必要な経費を負担する義務教育費国庫負担制度は、教育の機会均等とそ

の水準の維持向上を図ることを目的として、我が国の義務教育制度を財政面から支える重

要な役割を担っている。 

こうした中、国は、平成２３年４月に公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の

標準に関する法律を改正し、小学校１年生の学級編制の標準を４０人から３５人に引き下

げるとともに、小学校２年生から中学校３年生までについても少人数学級を順次拡大し、

必要な財源確保を目指すとした。 

地方自治体の財政状況に左右されることなく、全ての子どもたちが等しく教育を受けら

れ、教育水準の維持向上を図るためには、国として教育予算を充実させることが重要であ

り、また、教職員定数改善計画の早期策定及び実施が望まれるところである。 

よって、国におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、義務教育に係る予算

について地方財政を圧迫するような負担転嫁とならないよう財源を確保するほか、学級編

制の標準の見直しや教職員の定数の改善等きめ細かな行き届いた教育の実現に向けて特段

の措置を講ぜられるよう強く要望するものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

年 月 日 

議会議長名 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長   

 内閣総理大臣    宛て 

 総 務 大 臣 

 財 務 大 臣 

 文部科学大臣 
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意見書案第６号 

特別養護老人ホーム及び保育所の整備における定期借地権を利用した県有地 

の貸付けに関する意見書 

神奈川県は、未利用の県有地について、収入確保の観点から一義的には有償譲渡による

処分を原則とするものの、公共的な利用及び活用を求める社会的要請を背景として、市町

村支援の観点から新たに定期借地権による貸付制度を創設した。 

本市では、この県有地貸付制度を活用して、神奈川県立川崎高等職業技術校京浜分校跡

地である川崎区境町の県有地において、５２年間の定期借地権により、本市で不足してい

る特別養護老人ホーム及び保育所の整備を計画している。 

しかしながら、この県有地貸付制度では、特別養護老人ホーム及び保育所の整備という

住民福祉の増進を目的とした公共的な利用にもかかわらず、貸付料は不動産鑑定評価額に

基づき決定し、減額も行わないとされている。 

さらに、貸付けの対象となる県有地についても原則として１市町村当たり１件と画一的

に決めており、地域の実情や市町村における行政規模の違いを全く考慮していない。 

よって、県におかれては、公共目的による定期借地権を利用した県有地の貸付けに当た

っては、貸付料を減額するとともに、貸付けの対象とする県有地についても１市町村当た

り１件と限定せず、地域の実情や人口、面積など行政規模の違いに応じて弾力的に対応さ

れるよう強く要望するものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

年 月 日 

議会議長名 

 神奈川県知事  宛て 
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意見書案第７号 

最低賃金の改定に関する意見書 

 日本経済の先行きについては、輸出環境の改善や経済対策及び金融政策の効果などを背

景に、景気回復の動きが見られる一方、海外景気の下振れが、引き続き我が国の景気を下

押しするリスクとなっており、雇用情勢についても、改善の動きが見られるものの、労働

者を取り巻く情勢は、所得の低迷や格差の拡大など依然として厳しい状況である。 

 こうした中、最低賃金制度は、非正規労働者を含む全ての労働者賃金の最低額を法律に

より保障し、賃金格差を是正するために必要不可欠な社会的セーフティネットとしての役

割が一層重要になっていることから、制度の趣旨に則した適正な運用が求められている。 

 よって、国におかれては、平成２５年度の神奈川県最低賃金の改定に関し、次の事項に

ついて特段の措置を講ぜられるよう強く要望するものである。 

 １ 早期に神奈川地方最低賃金審議会に諮問し、改定すること。 

 ２ 生活保護水準との隔たりを解消すること。 

 ３ 特定の産業に設定されている特定最低賃金の改定に当たっては、対象となる産業の 

  労使の主導により決定されるものであるとの制度趣旨を周知徹底し、また、神奈川地 

  方最低賃金審議会において改定の必要性を審議する際には、対象となる産業の労使も 

  参加する場において審議することについて検討すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  年 月 日 

議会議長名 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣  宛て 

 総 務 大 臣 

 厚生労働大臣 

 神奈川労働局長 
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意見書案第８号 

   ダンスに関する風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の見直

しを求める意見書案の提出について 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

平成２５年６月１７日 

川崎市議会議長  浅 野 文 直  様 

         提出者  川崎市議会議員  石 田 康 博 

                 〃     東   正 則 

                 〃     後 藤 晶 一 

                 〃     市 古 映 美 

                 〃     為 谷 義 隆 
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ダンスに関する風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の見直し

を求める意見書 

 現在、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（以下「風営法」という。）

においては、一部を除き、設備を設けて客にダンスをさせる営業を風俗営業として、規制

の対象としている。 

 これには、戦前、ダンスホールが売買春の交渉の場として使われたことから、これを防

止するため、終戦直後の昭和２３年に風俗営業取締法が制定された際に、規制の対象に組

み入れられたという経緯がある。 

 しかしながら、今日、ダンスは、芸術文化的な表現手段として世界的に認知されており、 

昨年度から中学校の体育の必修科目にもなっていることや、社交ダンスが特に高齢者の健

康づくりに有効とされ、地域において広く親しまれていることが示すように、設備を設け

てダンスをさせることをもって規制の対象とする風営法は、時代にそぐわなくなっている。 

 さらに、先月には、風営法のダンス関連の規制の見直しを目的に、１５万筆以上の署名

を集めた請願が国会に提出されるとともに、超党派の国会議員からなる議員連盟も発足し、

風営法を見直すべきという機運が高まっている。 

 一方、ダンスを伴う営業において、薬物売買などの犯罪や騒音や酔客のけんかといった

トラブルが起こることを問題視して、規制の根拠にする主張もあるが、これらの問題は、

営業の仕方が問われるもので、他の手法により規制すべきものであり、設備を設けてダン

スをさせること自体を規制する理由にはならない。 

 よって、国におかれては、風営法について、ダンスを理由に規制している部分に関し、

現代の社会背景に合わせて見直されるよう強く要望するものである。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  年 月 日 

議会議長名 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣     宛て 

 総 務 大 臣   

 国家公安委員会委員長 
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意見書案第９号 

   不育症に関する研究の推進、公的医療保険の適用等を求める意見書案の提

出について 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

平成２５年６月１７日 

川崎市議会議長  浅 野 文 直  様 

         提出者  川崎市議会議員  石 田 康 博 

                 〃     東   正 則 

                 〃     後 藤 晶 一 

                 〃     市 古 映 美 

                 〃     為 谷 義 隆 
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不育症に関する研究の推進、公的医療保険の適用等を求める意見書 

 不妊治療に対しては、周知や理解が進み、多くの地方自治体が不妊治療への助成制度を

導入して不妊症患者が積極的に治療を受けられるよう後押ししているが、その一方で、妊

娠はするものの、流産や死産、新生児死亡などを繰り返して結果的に子どもを持てない不

育症に対しての支援は十分でない。 

 不育症に関しては、近年研究が進み、流産のリスクが高まるリスク因子も解明されつつ

あり、厚生労働省研究班では、専門外来において適正な検査及び治療が行われれば、８割

以上の患者が無事出産に至るという研究結果を示している。 

 しかしながら、厚生労働省研究班によると、いまだ不育症例の６割はリスク因子が不明

であり、また、リスク因子が特定できるものであっても、そのための検査に公的医療保険

が適用できないものもあり、不育症患者の負担が大きくなっているのが現状である。 

 よって、国におかれては、このような現状を十分認識し、不育症に関する周知や相談体

制の充実を図るほか、リスク因子の解明や治療法の確立などの研究を進めるとともに、そ

の検査や治療に対する公的医療保険の適用に向け、特段の措置を講ぜられるよう強く要望

するものである。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  年 月 日 

議会議長名 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣  宛て 

 総 務 大 臣   

 厚生労働大臣 
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意見書案第１０号 

   原子力発電に関する輸出を推進しないことを求める意見書案の提出につい

て 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

平成２５年６月１７日 

川崎市議会議長  浅 野 文 直  様 

         提出者  川崎市議会議員  市 古 映 美 

                 〃     石 川 建 二 

                 〃     勝 又 光 江 

                 〃     竹 間 幸 一 

                 〃     宮 原 春 夫 

                 〃     石 田 和 子 

                 〃     斉 藤 隆 司 

                 〃     佐 野 仁 昭 

                 〃     井 口 真 美 

                 〃     大 庭 裕 子 

                 〃     猪 股 美 恵 
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原子力発電に関する輸出を推進しないことを求める意見書 

 福島第一原子力発電所の現状は、破損した原子炉の汚染水に地下水が加わって増え続け、 

その保管も限界に達し、外部に流出する危機的状況が懸念されている。 

 また、原子炉格納容器の破損状況や溶けた核燃料の状態などもいまだ把握できていない

ままで、事故の原因究明は尽くされていない。 

 こうした中、安倍首相は、中東を歴訪した際、「世界一安全な原子力発電の技術を提供

できる」と述べ、また、トルコの首相と原子力協定を締結することで合意して、トルコへ

の原子力発電関連の設備や技術の輸出を固めた。 

 しかしながら、福島第一原子力発電所における事故の原因究明も尽くされていない上に、 

原子力発電所の再稼動への国民の反対も根強く、長期的な原子力関連の政策も曖昧にした

ままといった国内状況であるにもかかわらず、海外では安全であるとアピールし、積極的

に輸出することは、相手国や、万一の際に影響を受ける近隣国の国民の納得を得られるも

のではない。 

 さらに、トルコは、世界有数の地震の頻発国であるが、日本からの技術や設備の輸出に

より設置された原子力発電所が地震などにより過酷事故を起こした場合には、輸出した日

本の責任も問われかねない。 

 よって、国におかれては、技術の限界を露呈した原子力発電ではなく、再生可能エネル

ギーなど新たな技術を生かした国際協力を探ることこそが、長期にわたって帰郷できない

帰宅困難区域の人々を始めとする福島の人々への償いであるとの認識に立ち、原子力発電

に関する輸出を推進されないよう強く要望するものである。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  年 月 日 

議会議長名 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣  宛て 

 総 務 大 臣   

 外 務 大 臣 

 経済産業大臣 
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６月２０日（木）本会議の議事要領 

１ 

   日程第１  一般議案  ３３件 

   日程第２  報  告  １４件   一括上程 

   日程第３  請  願   ４件 

 (1) 委員長報告 （日程第１、第３の各案件） 

   総務、市民、健康福祉、まちづくり、環境委員長の順 

～ 委員長報告に対する質疑 ～

 (2) 討 論 （日程第１、第３の各案件） 

  ［日程第２の報告に対するご意見などがあれば、併せてお願いする。発言は、今議会の発言順］ 

 (3) 採 決 

   ① 日程第１の議案３３件中、次の議案１９件を除いた１４件を起立により一括採決 

議案第６３号 川崎市市税条例の一部を改正する条例の制定について 
議案第６５号 川崎市子ども・子育て会議条例の制定について 
議案第６６号 川崎市心身障害者総合リハビリテーションセンター条例の一部を改正する条例 
       の制定について 
議案第６７号 川崎市保育園条例の一部を改正する条例の制定について 
議案第６８号 川崎市地方卸売市場業務条例の一部を改正する条例の制定について 
議案第７１号 川崎市地区計画の区域内における建築物等の形態意匠の制限に関する条例の一 
       部を改正する条例の制定について 
議案第７２号 川崎市地区計画の区域内における建築物に係る制限に関する条例の一部を改正 
       する条例の制定について 
議案第７３号 川崎市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 
議案第７６号 川崎市港湾施設条例の一部を改正する条例の制定について 
議案第７８号 川崎市立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
議案第７９号 川崎市立高等学校入学選考料等徴収条例の一部を改正する条例の制定について 
議案第８０号 川崎市高等学校奨学金支給条例の一部を改正する条例の制定について 
議案第８３号 川崎市南平間保育園の指定管理者の指定について 
議案第８４号 川崎市宮前平保育園の指定管理者の指定について 
議案第８５号 川崎市白鳥保育園の指定管理者の指定について 
議案第８８号 黒川地区小中学校新設事業の契約の変更について 
議案第９０号 平成２５年度川崎市一般会計補正予算 
議案第９２号 川崎市職員退職手当支給条例等の一部を改正する条例の制定について 
議案第９５号 訴訟上の和解について 

   ② 除いた議案１９件中、議案第６３号、第６６号、第８８号及び第９２号の４件を起立により一
括採決 

   ③ 除いた議案第６５号及び第９５号の２件を起立により一括採決 

   ④ 除いた議案第６７号、第７１号、第７２号、第７６号、第７８号、第７９号、第８３号、第８
４号及び第８５号の９件を起立により一括採決 

   ⑤ 除いた議案第６８号、第７３号及び第９０号の３件を起立により一括採決 

   ⑥ 除いた議案第８０号を起立により採決 
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   ⑦ 日程第３の請願４件を起立により一括採決 
請願第４４号 義務教育に係る国による財源確保と、３０人以下学級の実現をはかり、教育の 
       機会均等と水準の維持向上、並びにゆきとどいた教育の保障に関する請願 
請願第５７号 「円筒分水、かすみ堤を活かした『緑の回廊』づくり」を推進するため久地か 
       すみ堤の保全、整備を求める請願 
請願第５９号 幸区の塚越踏切付近の市道に関する請願 
請願第６０号 等々力緑地の再編に伴い廃止される等々力プールの速やかな代替措置に関する 
       請願 

 ２ 

日程第４  
    意見書案第 ５号 義務教育費の財源確保等に関する意見書 
    意見書案第 ６号 特別養護老人ホーム及び保育所の整備における定期借地権を利用した県有地 
             の貸付けに関する意見書 
    意見書案第 ７号 最低賃金の改定に関する意見書 
    意見書案第 ８号 ダンスに関する風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の見直し 
             を求める意見書 
    意見書案第 ９号 不育症に関する研究の推進、公的医療保険の適用等を求める意見書 

［一括上程、書記朗読等を省略し、直ちに起立により一括採決］ 

    意見書案第１０号 原子力発電に関する輸出を推進しないことを求める意見書 
［上程、提案説明、自席質疑（討論）の後、直ちに起立により採決］ 
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平成２５年第２回川崎市議会定例会 

                 議事日程第４号 

平成２５年６月２０日（木） 

                                          午 前１０時  開  議 

 第 １ 

議案第６２号  川崎市住民投票条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第６３号  川崎市市税条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第６４号  川崎市個人市民税の控除対象となる寄附金を受け入れる特定非営利活動法人を定める条例の一部を 

 改正する条例の制定について 

議案第６５号  川崎市子ども・子育て会議条例の制定について 

議案第６６号  川崎市心身障害者総合リハビリテーションセンター条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第６７号  川崎市保育園条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第６８号  川崎市地方卸売市場業務条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第６９号  川崎市動物の愛護及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第７０号  川崎市老人福祉センター条例及び川崎市高津老人福祉・地域交流センター条例の一部を改正する条 

 例の制定について 

議案第７１号  川崎市地区計画の区域内における建築物等の形態意匠の制限に関する条例の一部を改正する条例の 

制定について 

議案第７２号  川崎市地区計画の区域内における建築物に係る制限に関する条例の一部を改正する条例の制定につ 

いて 

議案第７３号  川崎市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第７４号  川崎市墓地条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第７５号  川崎市霊堂条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第７６号  川崎市港湾施設条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第７７号  川崎市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第７８号  川崎市立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第７９号  川崎市立高等学校入学選考料等徴収条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第８０号  川崎市高等学校奨学金支給条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第８１号  仮称リサイクルパークあさお整備事業王禅寺処理センター土壌汚染対策及び地下構造物等解体撤去 

工事請負契約の締結について 

議案第８２号  同報系防災行政無線設備デジタル化再整備工事請負契約の締結について 

議案第８３号  川崎市南平間保育園の指定管理者の指定について 

議案第８４号  川崎市宮前平保育園の指定管理者の指定について 

議案第８５号  川崎市白鳥保育園の指定管理者の指定について 

議案第８６号  町田市道路線の認定の承諾について 

議案第８７号  市道路線の認定及び廃止について 

議案第８８号  黒川地区小中学校新設事業の契約の変更について 

議案第８９号  訴えの提起について 

議案第９０号  平成２５年度川崎市一般会計補正予算 

議案第９２号  川崎市職員退職手当支給条例等の一部を改正する条例の制定について 

議案第９３号  川崎市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第９４号  川崎市男女共同参画センターの指定管理者の指定について 

議案第９５号  訴訟上の和解について 

第 ２ 

報告第 ２号  平成２４年度川崎市一般会計繰越明許費繰越額の報告について 

報告第 ３号  平成２４年度川崎市一般会計事故繰越し繰越額の報告について 

報告第 ４号  平成２４年度川崎市卸売市場事業特別会計繰越明許費繰越額の報告について 

報告第 ５号  平成２４年度川崎市港湾整備事業特別会計繰越明許費繰越額の報告について 

報告第 ６号  平成２４年度川崎市墓地整備事業特別会計繰越明許費繰越額の報告について 
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報告第 ７号  平成２４年度川崎市生田緑地ゴルフ場事業特別会計繰越明許費繰越額の報告について 

報告第 ８号  平成２４年度川崎市病院事業会計継続費繰越額の報告について 

報告第 ９号  平成２４年度川崎市下水道事業会計予算繰越額の報告について 

報告第１０号  平成２４年度川崎市水道事業会計予算繰越額の報告について 

報告第１１号  平成２４年度川崎市工業用水道事業会計予算繰越額の報告について 

報告第１２号  川崎市情報公開条例第３５条の規定による運営状況の報告について 

報告第１３号  川崎市個人情報保護条例第４１条の規定による運営状況の報告について 

報告第１４号  川崎市審議会等の会議の公開に関する条例第１１条の規定による運営状況の報告について 

報告第１５号  地方自治法第１８０条の規定による市長の専決処分の報告について 

 第 ３  

請願第４４号  義務教育に係る国による財源確保と、３０人以下学級の実現をはかり、教育の機会均等と水準の 

        維持向上、並びにゆきとどいた教育の保障に関する請願 

請願第５７号  「円筒分水、かすみ堤を活かした『緑の回廊』づくり」を推進するため久地かすみ堤の保全、整 

        備を求める請願 

請願第５９号  幸区の塚越踏切付近の市道に関する請願 

請願第６０号  等々力緑地の再編に伴い廃止される等々力プールの速やかな代替措置に関する請願 

 第 ４  

  意見書案第 ５号  義務教育費の財源確保等に関する意見書 

  意見書案第 ６号  特別養護老人ホーム及び保育所の整備における定期借地権を利用した県有地の貸付 

            けに関する意見書 

  意見書案第 ７号  最低賃金の改定に関する意見書 

  意見書案第 ８号  ダンスに関する風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の見直しを求め 

            る意見書 

  意見書案第 ９号  不育症に関する研究の推進、公的医療保険の適用等を求める意見書 

  意見書案第１０号  原子力発電に関する輸出を推進しないことを求める意見書 
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平成２５年６月１７日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     浅 野 文 直 様

                            総 務 委 員 長 

尾 作  均

総務委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第６２号 川崎市住民投票条例の一部を改正する条例の制定について

（原案可決）

議案第６３号 川崎市市税条例の一部を改正する条例の制定について

（原案可決）

議案第７８号 川崎市立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について

（原案可決）

議案第７９号 川崎市立高等学校入学選考料等徴収条例の一部を改正する条例の制定に

ついて （原案可決）

議案第８０号 川崎市高等学校奨学金支給条例の一部を改正する条例の制定について

（原案可決）

議案第８２号 同報系防災行政無線設備デジタル化再整備工事請負契約の締結について

（原案可決）

議案第８８号 黒川地区小中学校新設事業の契約の変更について

（原案可決）

議案第９０号 平成２５年度川崎市一般会計補正予算

（原案可決）
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議案第９２号 川崎市職員退職手当支給条例等の一部を改正する条例の制定について

（原案可決）
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平成２５年６月１７日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     浅 野 文 直 様

                            市 民 委 員 長 

                              廣 田 健 一

市民委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第６４号 川崎市個人市民税の控除対象となる寄附金を受け入れる特定非営利活

動法人を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決）

議案第６５号 川崎市子ども・子育て会議条例の制定について 

（原案可決）

議案第６６号 川崎市心身障害者総合リハビリテーションセンター条例の一部を改正

する条例の制定について （原案可決） 

議案第６７号 川崎市保育園条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決）

議案第６８号 川崎市地方卸売市場業務条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決）

議案第７６号 川崎市港湾施設条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決）

議案第８３号 川崎市南平間保育園の指定管理者の指定について 

（原案可決）
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議案第８４号 川崎市宮前平保育園の指定管理者の指定について 

（原案可決）

議案第８５号 川崎市白鳥保育園の指定管理者の指定について 

（原案可決）

議案第８９号 訴えの提起について 

（原案可決）

議案第９４号 川崎市男女共同参画センターの指定管理者の指定について 

（原案可決）

議案第９５号 訴訟上の和解について 

（原案可決）
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平成２５年６月１４日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     浅 野 文 直 様

                            健康福祉委員長 

                              露 木 明 美

健康福祉委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第６９号 川崎市動物の愛護及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定

について                   （原案可決） 

議案第７０号 川崎市老人福祉センター条例及び川崎市高津老人福祉・地域交流セン 

ター条例の一部を改正する条例の制定について  （原案可決） 

議案第７７号 川崎市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決） 
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平成２５年６月１７日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     浅 野 文 直 様

まちづくり委員長

                              松 原 成 文

まちづくり委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第７１号 川崎市地区計画の区域内における建築物等の形態意匠の制限に関する

条例の一部を改正する条例の制定について （原案可決）

議案第７２号 川崎市地区計画の区域内における建築物に係る制限に関する条例の一

部を改正する条例の制定について （原案可決）

議案第７３号 川崎市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について

（原案可決）

議案第７４号 川崎市墓地条例の一部を改正する条例の制定について

（原案可決）

議案第７５号 川崎市霊堂条例の一部を改正する条例の制定について

（原案可決）

議案第８６号 町田市道路線の認定の承諾について

（原案可決）

議案第８７号 市道路線の認定及び廃止について

（原案可決）

議案第９３号 川崎市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について

（原案可決）
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平成２５年６月１４日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     浅 野 文 直 様

                            環 境 委 員 長 

田 村 伸 一 郎

環 境 委 員 会 審 査 報 告 書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第８１号 仮称リサイクルパークあさお整備事業王禅寺処理センター土壌汚染対

策及び地下構造物等解体撤去工事請負契約の締結について

（原案可決）
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平成２５年６月１７日 

  川 崎 市 議 会 議 長

浅 野 文 直 様

総 務 委 員 長

                              尾 作  均

総 務 委 員 会 審 査 報 告 書 （ 請 願 ）

  本委員会に付託された下記の請願を審査の結果、次のとおり決定したので、会議

 規則第７７条及び第９４条の規定により報告します。

記

請願第４４号 義務教育に係る国による財源確保と、３０人以下学級の実現をはかり、

教育の機会均等と水準の維持向上、並びにゆきとどいた教育の保障に

関する請願 （取り下げ）
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平成２５年６月１７日 

  川 崎 市 議 会 議 長

浅 野 文 直 様

                            まちづくり委員長 

                              松 原 成 文

まちづくり委員会審査報告書（請願）

  本委員会に付託された下記の請願を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条及び第９４条の規定により報告します。

記

請願第５７号  「円筒分水、かすみ堤を活かした『緑の回廊』づくり」を推進する

ため久地かすみ堤の保全、整備を求める請願

                             （採  択）

請願第５９号 幸区の塚越踏切付近の市道に関する請願

（採  択）

請願第６０号 等々力緑地の再編に伴い廃止される等々力プールの速やかな代替措

置に関する請願              （採  択）
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平成２５年第２回川崎市議会定例会 

議事日程第８号 

                            平成２５年６月２６日（水） 

                               午 前 １ ０ 時  開  議  

  第 １ 

   一 般 質 問 

  第 ２ 

   請願・陳情 

  第 ３ 

   閉会中の継続審査及び調査について 
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閉会中の継続審査及び調査申し出一覧表

     平成２５年６月２６日 

《 総 務 委 員 会 》 

請願第２６号、５４号、５８号 

陳情第４号、２０号、３０号、４０号、４２号、５９号、６０号、９３号

 総務局、総合企画局、財政局、教育委員会及びその他の行政について 

《 市 民 委 員 会 》 

請願第８号、１６号

陳情第９号、１４号、３９号、６２号、６７号、７７号、８０号

 市民・こども局、経済労働局及び港湾局の行政について 

《 健 康 福 祉 委 員 会 》 

請願第１１号、１８号、３５号、３７号、４８号

陳情第１号、１３号、２２号、９６号、９９号、１００号

 健康福祉局、病院局及び消防局の行政について 

《まちづくり委員会》 

請願第４号、９号、１４号、１５号、２０号、３８号、３９号、４６号、４９号、５０号、 

５３号 

陳情第２号、８号、２８号、５５号、５６号、６１号、６６号、１０４号 

まちづくり局及び建設緑政局の行政について 

《 環 境 委 員 会 》 

 請願第２７号、４５号 

 陳情第７８号 

 環境局、上下水道局及び交通局の行政について 

《 議 会 運 営 委 員 会 》  

 陳情第９１号 

議会の運営に関する事項 

 議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

議長の諮問に関する事項 
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　　　会派
月日

自  民  党 民  主  党 公　明  党 共　産　党 みんなの党 無　所　属 

6/21 ＊ 橋 本 勝 ＊木庭理香子 ＊田村伸一郎 ＊ 井 口 真 美 ＊ 竹 田 宣 廣

(金) ＊ 原 典 之 ＊ 添 田 勝 ＊河野ゆかり ＊ 宮 原 春 夫

(13人) ＊ 松 原 成 文 ＊ 岩 隈 千 尋 ＊ 山 田 晴 彦 ＊ 猪 股 美 恵

6/24 ＊ 吉 沢 章 子 ＊ 押 本 吉 司 ＊ 川 島 雅 裕 ＊ 斉 藤 隆 司 ＊ 小 川 顕 正

(月) ＊ 青 木 功 雄 ＊ 露 木 明 美 ＊かわの忠正 ＊ 石 田 和 子

(14人) ＊ 山 崎 直 史 ＊ 吉 田 史 子 ＊ 沼 沢 和 明 ＊ 大 庭 裕 子

＊ 浜 田 昌 利

6/25 ＊ 尾 作 均 ＊ 粕 谷 葉 子 ＊ 吉 岡 俊 祐 ＊ 勝 又 光 江 ＊小田理恵子

(火) ＊ 廣 田 健 一 ＊ 山 田 益 男 ＊岡村テル子 ＊ 市 古 映 美

(13人) ＊ 菅 原 進 ＊ 石 川 建 二 月 本 琢 也

＊ 三 宅 隆 介

6/26 ＊ 林 浩 美 ＊ 織 田 勝 久 ＊ 岩 崎 善 幸 ＊ 佐 野 仁 昭 ＊松川正二郎

(水) ＊ 嶋 崎 嘉 夫 ＊ 東 正 則 ＊ 花 輪 孝 一 ＊ 竹 間 幸 一 ＊ 為 谷 義 隆

(12人) ＊ 大 島 明 ＊ 後 藤 晶 一

52人 11人 10人 13人 10人 5人 3人

＊　　印は一問一答方式

平成２５年第２回定例会一般質問者一覧（案）

発言通告締切日　平成２５年６月１７日（月）　午後１時
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順序 発　　言　　者 要　　　　　　　　　　　旨
1 月 本 琢 也 ① 市役所機能とまちづくりについて 市　長 副市長

② 電子町内会について 総　務 総　企
③ 職員の名刺について 市・こ 経　労

ま　ち 関係局
2 ＊ 猪 股 美 恵 ① 子どもの保育環境について 市　長 市・こ

② ごみ焼却灰の海面埋立てについて こども 環　境

③ 町内会・自治会の在り方について ま　ち 関係局

④ リニア中央新幹線期成同盟会について

⑤ アスベスト飛散防止と住民周知について
3 ＊ 竹 田 宣 廣 ① 市　長 水管者

総　企 環　境

② 選　管 関係局

③ 川崎市における選挙について
4 ＊ 小 川 顕 正 ① 貧困の連鎖対策学習支援事業について 市　長 教育長

② 行政評価について 総　企 健　福
関係局

5 ＊ 為 谷 義 隆 ① 川崎港の輸出事業について 総　務 市・こ

② 東扇島活用について 環　境 港　湾
③ 多摩川の環境について 関係局

④

6 ＊ 小 田 理 恵 子 ① ものづくりのための新しい場について 市　長 教育長

② 情報教育について 経　労 ま　ち

③ 中心地から周辺地域への回遊性の確保について 関係局
7 ＊ 松 川 正 二 郎 ① 市　長 副市長

教育長 総　務
② 市立学校のプール設置とプール授業について 環　境 ま　ち

③ ごみ収集体制変更広報事業について 建　設 関係局

④ ＪＲ南武線連続立体交差事業について
⑤ 本庁舎と第２庁舎の耐震対策について

8 ＊ 井 口 真 美 ① 保育園のアレルギー対応について 水管者 こども
② 多摩川の生態系の保全について ま　ち 建　設

③ 建築及び開発行為における紛争の調停制度の在り 関係局
方について

④ 水道事業について
・民間委託について
・企業団への原水の融通について

9 ＊ 宮 原 春 夫 ① 町内会館のバリアフリー化への支援拡充について 市　長 市・こ
② 川崎福祉センター改築時に特別養護老人ホームを 健　福 港　湾

併設することについて 関係局

③ 健康づくりセンター事業について
④ 川崎港とダナン港提携港２０周年記念事業につい
て

10 ＊ 斉 藤 隆 司 ① 登戸土地区画整理事業について 経　労 ま　ち
② 商店街支援について 建　設 関係局

③ 五反田川放水路計画について

市政におけるＩＣＴの活用について（ガバメント
２．０）

本市が管理するエスカレーターの運転時間につい
て

平成２５年第２回定例会一般質問発言要旨（届出順）

＊印 は 一 問 一 答 方 式
答　　弁　　者

川崎市における売電入札の状況、電力自由化の推
進、電力改革に向けての取組について

道州制の制定も踏まえた川崎市の基礎自治体の在
り方、地域主権や地方分権の推進について
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順序 発　　言　　者 要　　　　　　　　　　　旨
11 ＊ 石 田 和 子 ① 地域の見守りネットワーク事業について 教育長 市・こ

② 生活保護制度について こども 健　福

③ 子育て支援策について(地域子育て支援センター、 建　設 関係局

産後ケアセンター)
④ 駐輪場対策について
⑤ 子母口小学校の通学安全対策について

12 ＊ 大 庭 裕 子 ① 若者の就労支援と雇用対策について 教育長 総　務
② 中原区内の開発事業について 総　企 市・こ

③ 上小田中の警察官舎独身寮について こども 経　労

④ 点字ブロックの整備について 健　福 ま　ち
⑤ 避難所運営会議の在り方について 建　設 関係局

13 ＊ 勝 又 光 江 ① 県道真光寺長津田線拡幅整備並びに歩道橋付設に 市　長 教育長
ついて 環　境 ま　ち

② 通学路の安全対策について 建　設 関係局

③ 緑地保全について

④ リニア新幹線について
⑤ ごみ収集について

14 ＊ 市 古 映 美 ① 南武沿線道路の歩道バリアフリー化とバス停（中 水管者 教育長

原区内）の上屋設置について ま　ち 建　設
② 水道鉛管等の改良工事について 交　通 関係局

③ 中原図書館の改善とビル内の交通案内表示につい
て

④ 学校給食とＴＰＰについて
⑤ 教員の欠員問題について

15 ＊ 石 川 建 二 ① 特別養護老人ホームの増設について こども 健　福
② 野川地域から井田病院へのアクセス改善について 建　設 交　通

③ 学童保育事業の位置付けについて 関係局
④ 有馬さくら公園の安全対策について

16 ＊ 佐 野 仁 昭 ① 石油コンビナートの防災・安全対策について 総　務 総　企
② 県立川崎図書館について 経　労 健　福

③ 電気代値上げに対する商店街支援について 港　湾 消　防

④ 関係局

17 ＊ 竹 間 幸 一 ① 北九州市役所のブラインド型太陽電池を川崎でも 環　境 健　福
設置することについて ま　ち 建　設

② 川崎市における高齢者１人当たりの老人福祉費の 関係局
推移の実態と改善の課題について

③ ＪＲ南武線連続立体交差事業の促進について
④ 鹿島田跨線歩道橋と交通広場の促進について

18 ＊ 田 村 伸 一 郎 ① 食物アレルギーの対策について 教育長 こども
② 市民後見人制度について 健　福 ま　ち
③ 市営住宅について 関係局

19 ＊ 河 野 ゆ か り ① 子育て支援について 教育長 総　務
② 児童、生徒の院内学級等の対応について こども 健　福
③ 災害時並びに緊急時対応について 消　防 関係局

20 ＊ 山 田 晴 彦 ① 野川南台コミュニティ交通について 市　長 市・こ
② 市営住宅建替計画について こども 健　福
③ 市民協働の目標について ま　ち 建　設
④ エスコートゾーンの整備について 宮　前 関係局

答　　弁　　者

防災対策（避難所、備蓄、障害者支援、マンホー
ルトイレ）について

＊印 は 一 問 一 答 方 式
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順序 発　　言　　者 要　　　　　　　　　　　旨

21 ＊ 川 島 雅 裕 ① 災害時の地下水利用について 総　務 こども
② 特別養護老人ホームについて 健　福 消　防
③ エピペン対応について 関係局
④

22 ＊ か わ の 忠 正 ① 改正改修促進法の対応について 市　長 市・こ
② 市発行の証明書等のコンビニ交付について ま　ち 関係局
③ 河原町団地の高齢化対策について
④ 南武線連続立体交差化について

23 ＊ 沼 沢 和 明 ① 河川の距離標について 総　務 経　労
② 競輪場テナントについて 健　福 建　設
③ 関係局

④ 市に関わる訴訟について

24 ＊ 浜 田 昌 利 ① 防災備蓄について 教育長 総　務
関係局

25 ＊ 吉 岡 俊 祐 ① 平間公園屋外プール再整備について 副市長 教育長
② 健康遊具を中心とした整備について 市・こ 健　福
③ 音楽のまちの取組について 建　設 中　原
④ 病児保育について 関係局

26 ＊ 岡 村 テ ル 子 ① 障がい者施策について 教育長 こども
② 女性の起業支援について 経　労 健　福
③ がん対策について 関係局
④ 学校の防災対策について

27 ＊ 菅 原 進 ① 行財政改革について 市　長 副市長
② 登戸土地区画整理事業について 教育長 財　政
③ 市施設の利用について 健　福 ま　ち
④ 稲田登戸病院の跡地利用について 建　設 多　摩

関係局

28 ＊ 岩 崎 善 幸 ① 自転車の総合対策について 市　長 副市長
・走行環境の整備とマナーアップ 教育長 市・こ

② 空中権の活用について 経　労 健　福
③ ＩＣＴの活用について ま　ち 建　設
④ ラウンドアバウトの取組について 関係局
⑤ シェアハウスの取組について

29 ＊ 花 輪 孝 一 ① 防犯カメラの設置推進について 市　長 教育長
② 雨水流出抑制について 市・こ 環　境
③ 児童公園の再整備について 健　福 ま　ち
④ 知的障がい者施設の再編整備について 建　設 関係局
⑤ 県保健医療計画について

30 ＊ 後 藤 晶 一 ① 要援護者支援制度について 市　長 副市長
② 住宅政策について 教育長 総　務
③ 教育環境整備について 健　福 ま　ち
④ 溝口駅南口広場整備について 建　設 高　津
⑤ 移動支援（通学支援）について 交　通 関係局

31 ＊ 木 庭 理 香 子 ① ごみ集積所について 市　長 こども
② 民生委員・児童委員について 環　境 健　福

麻　生 関係局
32 ＊ 添 田 勝 ① 物品購入の在り方について 財　政 健　福

② 外国人福祉人材支援事業について 関係局

井田地区リハビリテーションセンター再編につい
て

一般財団法人川崎市保健衛生事業団の解散につい
て

＊印 は 一 問 一 答 方 式
答　　弁　　者
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順序 発　　言　　者 要　　　　　　　　　　　旨

33 ＊ 岩 隈 千 尋 ① 外国人市民代表者会議からの年次報告について 副市長 総　務
② 震災等緊急雇用対応事業について 財　政 市・こ
③ シティセールス（映像・ゆるキャラ）について 経　労 ま　ち
④ 鉄道政策について 関係局

34 ＊ 押 本 吉 司 ① 災害廃棄物の広域処理について 市　長 教育長
② 市有財産の有効活用について 総　企 環　境
③ 図書館機能の充実について 建　設 関係局
④ 多摩川河川敷のバーベキューについて

35 ＊ 露 木 明 美 ① 指定管理者制度について 市　長 教育長
② 学校におけるアレルギー対策について 総　務 市・こ
③ アルテリッカしんゆりについて 環　境 健　福
④ 麻　生 関係局

36 ＊ 吉 田 史 子 ① 鹿島田再開発西地区について 総　務 経　労
② 地域商業の活性策について ま　ち 選　管
③ 女性の就労支援について 関係局
④ 市民の声・意見に対する市の姿勢について
⑤ 投票率向上に向けた取組について

37 ＊ 粕 谷 葉 子 ① 感染症について 病管者 総　務
② 屋外タンク等について 健　福 ま　ち
③ 不妊去勢手術の補助金等について 建　設 病　院
④ エスカレーターについて 消　防 関係局

38 ＊ 山 田 益 男 ① ＪＲ南武線連続立体交差事業について ま　ち 建　設
② 新川崎駅周辺整備について 関係局

39 ＊ 織 田 勝 久 ① 中央卸売市場北部市場について 市　長 教委長
② 本市の特別支援教育全般の在り方について 教育長 市・こ
③ 鷺沼駅周辺の課題について 経　労 環　境
④ 都市計画道路横浜生田線の進捗について ま　ち 建　設

宮　前 交　通
関係局

40 ＊ 東 正 則 ① 障害者（精神障害者）の就労支援について 健　福 建　設
② 二ケ領用水総合基本計画について 関係局

41 ＊ 橋 本 勝 ① 渋滞対策と道路整備について 教育長 ま　ち
② 通学路の安全対策について 建　設 関係局
③ 二ケ領用水について

42 ＊ 原 典 之 ① 水道事業及び応急給水拠点について 水管者 環　境
② 応急手当について 健　福 建　設
③ 等々力老人いこいの家について 消　防 関係局
④ 多摩川及び支川の水質浄化について

43 ＊ 松 原 成 文 ① 食物アレルギー事故防止の取組について 市　長 教育長
② 多摩川丸子橋周辺バーベキューについて 環　境 健　福
③ 生活保護費不正受給について 建　設 関係局
④ 定期接種になった子宮頸がんワクチンについて

44 ＊ 吉 沢 章 子 ① 市　長 教育長
総　務 市・こ

② 環境と観光の多摩区について こども 経　労
健　福 ま　ち

建　設 多　摩
関係局

＊印 は 一 問 一 答 方 式

女性の社会進出と少子化対策・子育て支援につい
て

答　　弁　　者

東日本大震災被災者等支援基金と被災者支援につ
いて
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順序 発　　言　　者 要　　　　　　　　　　　旨

45 ＊ 青 木 功 雄 ① 投票案内はがきについて 総　務 市・こ
② 選　管 関係局

③ 訴訟・弁護士費用等について
46 ＊ 山 崎 直 史 ① 総　務 経　労

健　福 ま　ち
② 水田の保全対策について 建　設 関係局
③ 生活保護について
④ 本市が抱える訴訟について

47 ＊ 尾 作 均 ① 市　長 教育長

市・こ 経　労
② 障がい者教育について 健　福 建　設
③ 教育委員会について 関係局
④ 母子加算について
⑤ 禅寺丸柿の保存・啓発について

48 ＊ 廣 田 健 一 ① 観光推進事業について 市・こ ま　ち
② 街路灯、防犯灯について 建　設 多　摩
③ 南武線交通アクセスについて 関係局
④ 多摩川サイクリングロードについて

49 ＊ 林 浩 美 ① 町内会・自治会の防犯灯について 市　長 水管者
② 上下水道事業について 市・こ 経　労
③ 川崎駅周辺地区整備について ま　ち 関係局
④ 観光事業について

50 ＊ 嶋 崎 嘉 夫 ① 介護保険認定審査について 市　長 副市長
② 介護予防関連事業について 健　福 建　設
③ 京急大師線連続立体交差事業について 関係局

51 ＊ 大 島 明 ① たばこ税について 財政局 港湾局
② ビーチバレー場の拡充について 関係局

52 ＊ 三 宅 隆 介 ① 国際戦略総合特区における先端医療について 副市長 病管者

② ビッグデータの活用について 教育長 総　務

③ 病院事業及び在宅医療について 総　企 環　境

④ 英語教育について 健　福 病　院

⑤ 生物多様性と地球温暖化対策について 関係局

＊印 は 一 問 一 答 方 式

スポーツセンター営業時間とメンテナンス等につ
いて

横浜市営地下鉄３号線の延伸と小田急線の複々線
化について

大型ショッピングセンター出店に伴う交通の流れ
に関する変化について

答　　弁　　者
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